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 28 年度がはじまりました。会員のみなさま、いかがおすごしでしょうか？27 年度、ＮＰＯサポート・

しみずはセンター事業を中心に、委託事業、助成事業を行ってきました。年度末に複数事業の報告書作成や

決算が集中し、やっと終盤を迎えました。新年のご挨拶も省略してしまったことをお詫びいたします。 

 
  

●清水市民活動センター 

    ＮＰＯ法施行 18 年を迎え、地域課題の解決にはＮＰＯ・行政・企業が一体となって取り組むことが不可

欠、という考え方が主流になろうとしています。市民活動センターでも、27 年度は新たなテーマ「ＮＰＯ

と企業の連携」を掲げ、静岡商工会議所の協力により企業とＮＰＯを結ぶセミナーを開催しました。ＮＰＯ

からの反響は大きかったものの企業からの反応はいまひとつでした。また、NPO の意識として支援への期

待が大きく、「協働」の実現には時間が必要と思われます。しかし、この事業を契機に授産製品の販路拡大

がはかれたり、企業との連携に意欲的な NPO が現れたりと、新しい動きも見られます。 

                          また、長年活動を続けてきた団体からの、解散や休止と

いう報告が増えたのも特徴的です。 

                           その原因の多くは、会員の減少や高齢化によるもので、 

                          持続的な活動には仲間作りが大きな課題と感じます。 

                          共に活動する人材を集めるには、「良いことをしているの

だから一緒にやりましょう」ではなく、魅了的な事業を

企画し、上手に伝え、信頼を得るために情報を公開して

いくことが団体に求められます。そして、センターが年

度初めに行っている実務的な講座は、それらをサポート

するためのものです。 

    一方で、新しい団体の利用登録も続いています。市民活動は多様化し、SNS を活用して情報を拡散した

り、将来的に事業化を考える団体が目につくようになってきました。 

開設１０年の節目となる２８年度、センターがおこなってきた数々の事業の成果をみなさんに示すことが

できる年となるよう、スタッフとともに努力します。 

●その他の事業 

    県事業、防犯まちづくり専門講座、社会資本整備推進事業(協働の底力｡)は、ともに毎年のように受託し

ている事業です｡ 

    防犯講座は、安定的な参加状況と、運営スタッフのスキルについて県から高い評価を得ており、講師から

も信頼されています。今年度は参加者が多く、運営スタッフの確保に苦慮する講座もありました。しかし、

毎年同様の事業を受託している事で課題も見えてきました。 

    「協働の底力。」事業については、対象が静岡県全域であることにより、他地域 NPO とのネットワーク

の拡大も期待されました。また、大学生を巻き込んで主体的に関わってもらうことをテーマにした企画で、

県立大学だけでなく、静岡大学、常葉大学、東京農業大学、静岡理工科大学などのからの参加があったこと

は特筆すべき成果と言えます。 

    さらに 27年度は清水区初の取り組みとして、「清水区まちづくり協働会議」の運営を受託することがで

きました。区の担当者から NPO サポート・しみずに直接声をかけられたのは、今までの事業実績への評価

と受け止めています。 
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第 4 回定期総会のお知らせ 

日 時：平成２8 年 6 月 11 日(土)13:30～ 

会 場：静岡市清水市民活動センター第１会議室 

事業及び決算の報告、事業総括、役員改選など、団体の意思を決定する 

大切な会議です。ぜひご出席ください。 

※ご案内は後日お送りします。 

 

 

後半に事業が集中した 

27 年度 

 


